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世界をまわる石材の旅

山岸良隆1)

ひょんなことでこの地質ニュｰスに原稿を頼まれ,何

度も真剣にお断りしましたが,生来の気の弱さからとう

とう引き受ける羽目に陥ってしまいました.文章を書く

とたりますと,日頃筆を握ら煩身,口中吟苦悶は覚悟の上

でしたが,いよいよペソを取り上げてみますと,頭の一

行を書くのに]時間以上もかかる始末,後で読み返すと

汗顔ものであることは絶対に間違いのたいところであり

ます.

さて,私,関ヶ原石材㈱という会社に身を置くサラリ

ｰマンです･会社の概要と私の仕事の内容を前以って説

明しておくのが,私の拙文をこれからお読みいただく皆

様に対する礼儀かと思いまして簡単に触れさせていただ

きます.

関ヶ原石材という会社は文字通り岐阜県関ヶ原町に本

社及び工場を置く建築用石材加工会社であります.大理

石や花嵩岩の原石を,今では95パｰセント以上海外から

輸入してくるのですが,それを板状に切断し研磨し,ビ

ルの設計図に合せて指定された寸法に切り,建設現場に

持ち込み,その石をピルに張り付けるまでを一貫してや

っているのが我社の仕事でございます｡日本では石材産

業というのは決して欠きた産業ではありませんし,従っ

て会社の数もそれ程多くありませんが,ヨｰ厚ツバやア

メリカではたにしろ皆が石の家に住んでいるのですか

ら,多分一昔前の日本の畳屋の数以上に存在しているこ

とは間違いありません.ところが不思議なことに,我社

に世界のあまたの石台杜の中で売上額,生産数量の両方

に於て,ここ十年以上世界一の地位をキｰプしつづげて

おります.ですから世界の石屋の中でセキガハラを知ら

煩石屋はたいと言っても過言ではありません.少表会社

の自慢にたり恐縮ですが,私はそういう会社で主に外国

との取引を担当しております.外国から原石を買ってく

ること,或いは,加工した製品を外国へ輸出することだ

とが私の業務でございます.

ダイヤモ1■ドやサファイヤもカットし磨く前は原石と

口乎びますが,私共の扱う大理石や花開岩も加工する前は

原石と呼んでいます.同じ原石という名前でも両者は全

く違います一私共がいうところの原石は石切場(石屋用

チ目ウ'一

語で丁場という)で切り出された直方体の大理石,花嵩岩

のことであります.大きさは大小いろいろですが,大き

いもので3.5×2.0x1.5メｰトル約30トン,小さいもの

で1.8×1.2XO.8メｰトル,約5トン位のものです.

丁場では大理石や花騎岩,或いはライムストｰン,サ

ンドストｰンの岩盤から,キズが次くて色や模様のよい

ところを選び,このようた直方体の原石を切り出しま

す.天然のものですから原石1個1個寸法も色も模様も

違います.特に大理石の場合は色も模様も多種多様,千

変万化に変りますから,買う前に必ず丁場に行って1個

1個検査したげれぱたりません･色や模様の好みは国民

性で随分がわるもので,イタリアで売れても日本では売

れないものがあったり,その逆があったりしますから,

どうしても日本人の目で検査しなげれぽたりません･私

は大学(文系)を出てかれこれ30年このようた仕事に従

事してまいりました｡観光客や商社の人達が行かれる世

界の有名都市は殆んど行かず,皆様が行かれたい辺部た

田舎の石切場しか行っていません･これから書きますも

のはその長い期問に留りました手帳や出張記録,或い

は,頼まれて書いたものたどの中からまとめたものでご

写真1日本へ輸出される石材.カナダケベック港にて.

1)関ケ原石材株式会社:〒503-15岐阜県不破郡関ケ原町

2682番地
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ざいます.

私が今の会社に入社する以前,というと25年以上前の

ことですが,ある石種(例えば岡山の万成石だとか秩父の蛇

紋石というような石の種類)で欠きた仕事が決りますと,

検収員(原石を検査L買う係の人)がその石の丁場に何ヶ

月も寝泊りし,つきっきりで出てくる原石を検査してい

ました.しかし,次第に人件費が上り一人の仕事量が増

えて来ますと,そのようた悠長なことはできなくなりま

した.交通機関や通信手段が発達して来ますと,世の中

便利にはたりますが,その分確実に仕事が増え忙がしく

たってくるわけで,果してどちらが人問にとってよいの

かよく解りません.

飛行機が未だ一般に利用されたかった戦前ではヨｰロ

ッパの石を検収するには船で行くしかありませんでし

た.日本からヨｰロッバ迄約2ヶ月かかったそうです.

往復で4ヶ月,仮りに各種原石の検査に2ヶ月かかった

としますと,合計6ヶ月かかりました.その頃は誰もが

それで普通だと思っていたのですから問題はありません

が,今なら同じことを一週間でやってしまわたいと,何

をもたもたしているのかと会社からきつく叱られます.

現在は世界中どんたに小さた空港でもレンタカｰがあり

ますから,飛行機を降りますとすぐにレンタカｰを借り

目的の丁場迄真直に行くことができます.もっともこち

らは買手ですから原石を売る会社に空港迄迎えに来てく

れと頼めば喜んで来てくれます.しかし,そうLますと

競争相手の丁場には連れて行ってくれません.検査がす

むと空港迄送ってくれるカ㍉時間がよければ飯を食おう

ということにたって,他の会社の丁場を見ることができ

ません･一つでも多くの丁場を見て選択肢を多くして,

その中から最良の石を買うのが我々の任務ですから,こ

こはやはりお辺の車に乗るよりは自分でレンタカｰを運

転せねばたりません.

私が始めて原石検査のためにイタリアヘ行ったのは昭

和40年,1965年でした･昭和36年に大学を出た時の初任

給は今でもよく憶えていますが,ユ万6千円でしたか

ら,昭和40年には2万5千円位にたっていたでしょう

か･日本経済が高度成長期に既に突入していた頃で,給

料も物価も何でも5年で倍にたった頃です.その時の飛

行機賃が日本一イタリア往復で60万円位でした･給料の

25から30倍てした.所得に比べて航空運賃はそれ穫高か

ったものですから,利用客も少たくどこへ行く便も必ず

空席はありました.ですから切符を買う時,最初の目的

地迄は便名を決めますが,その先からはすべてオｰブ:■

にしておき,仕事が早くすめぽ早い便に,遅くなれば遅

い便を空港へ行ってから決めることができました.往復

切符を買う時でも復路はいつもオｰプンにしておくのが
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普通で,それでも好きた時に好きた便に乗れたものでし

た.こういう切符の買い方では座席が取れたくたりだレ

たのが昭和50年頃からでしょうか･例によってオｰプン

チケットで空港へ行き好便に乗ろうとしましたが,すべ

ての便が満席で4日後てたいと空席がたいと言われびっ

くりしたことがありました.以来切符を買う時はすべて

のフライトを予約することに致しました.昔は仕事に合

せてフライトをきめられましたが,今ではフライトに合

せて仕事をせねぼたらなくたりました.

その頃,ヨｰロッパはしかし,モｰタｰリゼｰション

たげたわの頃で,飛行機よりも車の方がより安価でより

多く利用されていました.日本では一般サラリｰマンで

は未だ車の持てたい時代で,我社でも車を持っている人

は一人もいませんでした.私はイタリア駐在員として会

社からフィアットセイチェント(600㏄),その次にミ

レチェソト(1100cc)という車を買ってもらい,それで

ヨｰロッパ各地の丁場を廻っていました｡ヨｰロッバで

も今よりはるかに車が少なく,その割には道路がよく

て,飛行機より車の方が便利でした.今もよく憶ていま

すが,その頃一人で行った最長の検収旅行は次のようた

ものでした.

!/㌧ブトヘ､

Jλ;)･…4､､､4ノ∴マニr

ミラノベ｡ナユｰ一ぺ＼し黒

ゴオ､ブカレスト海

ス_

フビア㍗･一～1一一

イド､

タ～

リベ_.引_.

ア1ピ､

/工｣τ^'一.

､仰'

～』'o

〆サ

地中海ζ

第1図南欧の旅検収行ルｰト

その時はミラノに住んでいましたので,ミラノでパン

や水の非常食や毛布を車に積み込み,どこでエンストL

ても一晩は耐えられるように備えだけは十分にしておき

ました.

ユ日目の早朝ミラノを発ちベロナ(Verona)でRosso

Veronaという淡い赤色大理石を検収しました.イタリ

アは全国どこでも大理石を掘っていますが,その中でも

4大生産地があって先ず一番大きいのはトスカｰナ地方

のカララです.ここは白大理石の世界]の産地です.こ

こで掘られた白大理石はビアソコカララと呼ばれ,世界�
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中に輸出されビルの内外装,床面に使用されています.

日本でも欠きた壁面に白大理石が使われていましたらビ

アソコカララだと思って間違いたいでしょう.その次が

ここシェイクスピアのロミオとジュリエットで有名たベ

ロナです･ここでは主に淡赤色からべ一ジュ色の大理石

が採掘されています.その次はロｰマでここではトラベ

ルチｰノロマｰノと呼ばれる多孔石が掘られています･

ロｰマの古い遺跡は殆んとこのトラバｰチン(Tra∀erti-

ne)です.最後はイタリア半島のアキレス腱の部位にあ

たるプｰリア地方のトラニです.この地方からは模様が

木目に似た美しいべ一ジュの大理石が出ます･最近は店

舗や浴室の壁材としてタイル状に加工されてイタリアか

ら輸入されています･さてベロナで検査を終え休む間も

たく北の国境の町トリエステベ入りました･ここでは小

さい貝や海草の化石の入るアウリジｰナと呼ほれる灰色

の大理石を検査しました1目が暮れる迄には未だ時間が

ありましたので,国境を越えユｰゴスラビアに入り,車

で3時間程南下しザグレブという大きた町で宿を取りま

した.ユｰゴスラビアから買う大理石は南のマケドニア

写真2イタリアトスカｰナ地方カラカラの大理石採掘場.

地方のスコピエというところから出る純白の大理石で

す.以後何度も車でスコピエ迄行きましたがいつもこρ

ザグレブで一泊しました｡最近の日本の新聞を見ていま

すと,ユｰゴスラビアでは民族の対立が表面化している

ようで,その中心地が私にはたつかしいザグレブやルブ

リアｰナです･今頃どうたっているのでしょうか･スコ

ピエで出る白大理石は現在世界のあちこちで出る白大理

石の中で最も純白に近いものです.完全に純白な大理石

は世界中どこを探してもありません.必ずウスネズミの

線が入ったり雲が入ったり,又は黄色や茶色の帯が入り

ます.その模様や色の入り具合で美しくなったりきたた

くたったりします.大理石は昔は構造材として使われま

したが,現在の建物では化粧材としてしか使われません.

壁紙と同じ使われ方です.ですから色や模様がきれいで

たいといげません.そういう意味で純白は完全無欠を意

味し,人の心をとらえますので,ここスコピエで産する

シペック(Sivec)と呼ばれる世界で最つとも白い大理石

が珍重されます.高価な石ですが日本には随分輸入され

ています.

次の目は更に南下してギリシャに入りアテネでペンテ

リコンホワイトという白大理石を検収しました･アテネ

の高台に今も残るパルテノンはこの石で作られていま

す.ペンテリコンという白大理石は白地にウスネズミか

らウスミドリの帯が,筆で掃いたように入れば非常に美

しい石たのですが,半紙に油がにじんだようた模様にな

りますと汚たらしくたって売れません.全く同じ丁場か

ら同じように掘られた石が,僅かた模様の違いではるぽ

る日本まで多額の費用をかけて運ばれるものもあり,い

つまでも丁場に残っているものもある,美とは何か解せ

煩ものでありますが,高くつくものではあります･アテ

ネの後はもうこれ以上南下できませんので,もと来た道

を北上し,工一ゲ海の北端にあるテッサロニキやカバラ

写真3ロｰマの遺跡コロッセオ.トラバｰチンが使われてい

る.

写真4ギリシアアテネのパノレテノソ神殿.ペンテリコンホ

ワイトという白大理石でできている.
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という地でやはり白大理石の丁場を見て,ここから東ヘ

ギリツヤを横断してトルコに入りイスタンブｰル迄行き

ました.イスタンブｰルからボｰトで2時間程,マルマ

ラ海に浮ぶマルマラ島はまさに大理石でできた島です.

ウスネズミ色の地に黒い線が平行に走る大理石を産しま

す.英語のmarb1e,イタリア語のmarmo,フランス語の

marbre等大理石の語源はすべてギリツヤ語のmarmor

から来ており,その意味はr磨いたら光る石｣だという

ことだそうです.マノレマラ島は文字通り大理石島です.

ここからボスポラス海峡を渡るとそこからアジアだと言

いますが,この時はアジアには渡らず,来た道を戻りブ

ルガリアに入り黒海に沿って北上し,ノレｰマニアの首都

ブカレストに着きました.ここで鉱山省のお役人とルｰ

マニアの白大理石を買う商談をして,その産地テミソア

ラという町まで行きました.テミソアラという町はユｰ

ゴスラビアの国境に近い町ですから,ルｰマニアを横断

Lたわげです｡ここではルスキッツアという白地に淡い

ピンクの入る白大理石を買いましたが,今頃その丁場は

どうたっているでしょうか.この時の検収旅行はこの丁

場が最後でした.無事予定通り各地の丁場を廻り,それ

ぞれの大理石を検査し買い終えましたので,後はドライ

ブを楽しみたがらミラノに居るだげです.結局9局問の

検収旅行でしたが,全体の時間を10とすると,車の運

転が9,肝心の石の検査が!というような時間配分でし

た.ミラノに帰った時はフラフラで体重は3キロほど減

っていました､

飛行機を使った最長の検収旅行は,日本から東南アジ

アを経てヨｰロッパに入り,リスボンからアフリカはア

ンゴラに行き,ここで黒ミカゲを検収L,今度は大西洋

を越えてブラジルに飛び数目間で北から前迄ブラシノレの

主要な花嵩岩産地を訪ね,帰途ペルｰ,アメリカの石を

調べたという地球を一周し更に南北にも上下した丁度1

ヶ月を要した旅行でした.後で飛行機の切符をかぞえて

みましたら35枚ありましたので,30目問の旅行で35回飛

行機に乗ったことにたります.この旅行でアンゴラの首

都ルアンダからブラジルのリオデジャネイロヘ渡る飛行

機の中で,機内に備え付けの雑誌の地図を見ていました

ら,アフリカと南米大陸がジグソｰパズルのようにぴっ

たり合うことにあらためて驚ぎました.普通日本で見る

世界地図ではアフリカと南米大陸が同時に同しべ一ジに

のっていることはありませんから,昔大陸は一つだっ

たという学説を聞いてはいても,どこがどう割れて今の

ようだ形にたったのか気にもしていませんでした.しか

し,今乗っているのはアフリカから南米へ行く飛行機で

すから,その座席にある雑誌の地図には当然のことだか

ら,同しべ一ジに左に南米大陸があり右にアフリカ大陸
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が隣り同志にのっています､それをぼんやり見ているう

ちになるほど大陸は一つだったのかとあらためて驚かさ

れまLた.そLてたおも見ているうちに大西洋をはさん`

で南米側の花嗣岩とアフリカ側の花嵩岩と色や結晶に共

通性があることに気付きました.では他所はどうかとこ

れまでの経験で考てみますと,確かに何か特徴というか

原則というか何かがあるように思えます.例べば,日

本,韓国,中国だとアジアの東側で産する花嵩岩は主に

白,グレｰ,ピンクの中目の花嵩岩が多く,インドや北

欧で産する赤や黒ミカゲは全くといってよいほどありま

せん.インドや南アフリカでは逆に黒ミカゲや赤ミカ

ゲ,或いは茶色,緑色といった色ミカゲが多く,日本の

稲田石や韓国の加平石のような白ミカゲがあまりありま

せん･アフリカの西側,アンゴラやナミビアと南アメリ

カの東側,ブラジル,ウルグアイ,アルゼンチンあたり

では黒,赤,鋳たとのミカゲ石が出ます.カナダの東

側,ケベック,オンタリオ州では赤,茶,紫,黒ミカ

ゲ,もう少し西に入って北米大陸の中央北部,却ちカナ

ダのマニトバ,アメリカのノｰスダコタ州あたりでは

紫,赤ミカゲが産出されます.北米大陸の東側沿いに北

から南へ,バｰモント,ノｰスカロライナ,ジョｰジア

の各州では白とグレｰミカゲが出ます｡ここから大西洋

をはさんでその対岸スペイン,ポルトガルでは同じよう

た白,グレｰミカゲとピンクミカゲが出ます.北欧のノ

ルウェイ,スエｰデン,フィンランドでは黒,赤,茶ミ

カゲとブルｰパｰル,エメラルドパｰルのようなラブラ

トライト(斜長石)等が出てたんとなくカナダのケベック

の石に近い感じがします.大西洋とハドソン湾にはさま

れたケベック州を含む半島をラブラドｰルと言い,ここ

で発見された青緑の閃光を発する斜長石をラブラトライ

トと,最初の発見地に因んで名付けましたが,我々石屋

の業界ではラブラトライトと言うとノルウェイのブルｰ

パｰルとエメラルドバｰルしか頭に浮びません･こうし

たことも何かカナダ東部と北欧との間に関係がありそう

だ気がします.

こんたことを機中で考えているうちに,昔大陸が一つ

だった頃の地図に現在我々が知っている花鵠岩の産地と

名前を書き込んでみると,面白い結果が得られるのでは

たいかと思い付きました･早速局本に帰ったらやってみ

ようと忘れぬように手帳に書き込んでおきました.帰国一

後時間を見て作ってみたのが第2図のr花膚岩分布愚説

図｣です.A,B地域には赤茶黒の色物ミカゲが多く,

C,E地域には白,グレｰ,ピ1■ク等の比較的色のうす

いミカゲしか出ません.これは偶然の一致たのか,それ

とも何か確たる根拠があるのでしょうか,その解明はそ

の道の専門家にお任せするとLて,さて皆さんはこの地�
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第2図

石材分布からみた

大西洋の拡大
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A地域:

B地域:

C地域:

D地域:

E地域:

図からどこに一番興味を持たれるでしょうか.

現在,世界的に黒ミカゲが供給不足です･南アフリカ

のベルファｰストブラックは1立米当りFOBダｰバ

ｰソ港渡しUS範2,OOOと馬鹿高くたりましたし,インド

の黒も今年の入札では更に高くたると予想されていま

す.一撰千金を狙うたら黒ミカゲです.さて,未開発の

地で黒ミカゲが出そうたところはどこでしょうか.南ア

フリカやインドと陸つづきだったところ,それはオｰス

トラリア北西部,南極大陸北部,そしてマダガスカルで

はたいでしょうか･南極でミカゲを掘るというと採掘費

がとてつもたく高くなり商業べ一スにはとても乗らたい

でしょうが,オｰストラリア北西部では既にいくつかの

インド､南アフリカ

産地:1,2

色:黒､赤､茶､マルチカラｰ

アンゴラ､ナミベ､ブラジル､ウルグアイ

産地:3,4,5,6,7

色1黒､錆､赤､マルチカラｰ

スペイン､北米､サルデニア

産地:8,10

色:白､グレｰ､ピンク

カナダ､スウェｰデン､ノルｰウェイ､フィ

ンランド

産地:9,11,12

色:黒､赤､ラブラトライト

日本､韓国､中国

産地:13,14

色:白､グレｰ､ピンク

会社が試掘を始めています･いずれ成功する会社が出て

来るでしょう.マダガスカルについては未だ黒ミカゲが

発見されたという話しを聞いておりません.もし暇と金

のある人がおられたら一度マダガスカルをお調べにたっ

ては如何でしょうか.もっとも冒険ずきで開発精神豊か

なヨｰロッパ人がとっくの昔に調べ上げているかも知れ

ませんが.

��������歡������������楮最

�つ却���

<受付:1991年3月22日>

地質ニュｰス441号�


